
【実施背景】
●狛江市では、平成30年３月に、学校・家庭・地域が一体となって効果的に主権者教育を推進することを目的として
「狛江市総合的な主権者教育計画」を策定した。
平成30年度には、同計画に基づき、「特別支援学校等の教員への主権者教育」の取組を開始した。
令和元年度には、それまでの取組で得たノウハウを活かして特別支援学校等の教員向けの副読本を作成するため、
「知的・発達障がい者のための主権者教育の手引き製作委員会」を立ち上げ、「わかりやすい主権者教育の手引き」を
作成した。

【事業内容】
●令和元年度に作成した副読本「わかりやすい主権者教育の手引き」
については、他の自治体からの問合せも多かったことから、
製作委員会において内容を更に精査し、製本した上で全国の
特別支援学校等へ配布した。

【事業実績】
●配布先 全国の特別支援学校、各都道府県・政令指定都市教育委員会
配布部数 2,630部
事業費 984千円

事業の概要

東京都 狛江市 〔特別支援学校等の教員向けの副読本の製本・配布〕
狛江市高齢障がい課 TEL：03-3430-1111

事業の効果、今後の展開など
●特別支援学校において、本事業により製本した手引きを活用して実際に授業を実施していただき、マスコミにも取り上げ
られた。

●次年度以降についても、多くの学校で今回作成した手引きを活用して授業を実施していただけるよう、手引きの更なる
周知を図っていく。

http://www.k-hikari.or.jp/hikari.html
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